
宗次ホールチケットセンター   TEL：052（265）1718

● チケットぴあ　　　　　　　　TEL：0570（02）9999［Pコード：164-277］
● 名鉄ホールチケットセンター　TEL：052（561）7755

※やむをえず、曲目などに変更がある場合がございます。あらかじめご了承ください。　※未就学児のご入場は、ご遠慮ください。

「学生券」＝小学生以上25才以下の学生が対象。　「ハーフ60」＝後半のみの当日券。事前予約受付不可。
「学生」「ハーフ60」「チャリティシート」のチケットは、宗次ホールチケットセンターのみで取扱いとなります。

営業時間：10：00～16：00
※13：45以降に開演の公演がある場合は18：00まで営業

チケットのお求めは

９月８日（日）
10時より 販売開始
発売初日はお電話受付のみ
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■交通アクセス
　地下鉄栄駅⑫番出口より東へ徒歩4分

名古屋市中区栄4-5-14　〒460-0008
TEL：052（265）1715　FAX：052（265）1716
E-mail  info@munetsuguhall.com
URL  www.munetsuguhall.com

営業時間：10：00～16：00
※13：45以降に開演の公演がある場合は18：00まで営業

宗次ホールチケットセンター

宗次ホールの情報はこちら！
フォローお待ちしております

https://www.facebook.com/munetsuguhall/

他にも各SNSにて情報発信中！
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愛知芸術
文化センター

テレピア
ホール

至テレビ塔

至丸太町

　1994年生まれ。ベッリーニ音楽院（イタリア・パレルモ）を首席で卒業。キ
ジアーナ音楽院（イタリア・シエナ）、マーストリヒト音楽院（オランダ）でも学
び、ボリス・ベルキンに師事。アーロン・ロザンド、ミハイル・コペルマンのマス
タークラスを受講。
　2015年の宗次エンジェルヴァイオリンコンクールにて本選進出を逃したも
のの、宗次夫妻にその高い音楽性と天真爛漫な人柄を買われ特別支援アーティ
ストとなる。その後、同年のハチャトゥリアン国際コンクールで第２位。2017
年、難関として知られるＡＲＤミュンヘン国際コンクールのヴァイオリン部門
で第２位と現代作品賞を受賞。着実に実績を重ね、現在世界各地で演奏活動を
行っている。
　使用楽器はＮＰＯ法人イエロー・エンジェルから貸与された1741年製グァ
ルネリ・デル・ジェス、および株式会社日本ヴァイオリンより期間貸与のサルト
リーの名弓である。

セントラル愛知交響楽団

Andrea Obiso
Violin  

アンドレア・オビソ ＊ ヴァイオリン

　1983年ナゴヤシティ管弦楽団として発足。岩倉市の事業補助を受け1997年に現名称に改名の後、2009年4月一般社団法人となる。2019
年4月から常任指揮者に角田鋼亮が就任。5年間にわたり音楽監督を務めたレオシュ・スワロフスキーを名誉音楽監督に、名誉指揮者小松長生、
特別客演指揮者松尾葉子、首席客演指揮者齊藤一郎、正指揮者古谷誠一という布陣で新たなスタートを切る。定期演奏会、コンチェルトシリー
ズ、「第九」演奏会等の自主公演の他、バレエ、オペラ、ミュージカル等の依頼公演にも数多く出演。独自の構成によるプログラム、幅広いレパー
トリーを生かした学校公演、演奏者と聴衆の距離を縮めるような室内楽公演にも積極的に取り組み、年間約100回の公演はいずれも好評を博
す。また2015年半田市と音楽文化振興の協定を締結し、2016年度よりさまざまな事業を展開。海外では2007年中国内蒙古自治区、2009年
タイ・バンコク（文化庁国際交流支援事業）、2017年韓国・釜山（釜山マル国際音楽祭）で公演し成功を収める。1996年「平成7年度愛知県芸術
文化選奨文化賞」、2005年「平成16年度名古屋市芸術奨励賞」、2007年「第2回名古屋音楽ペンクラブ賞」受賞。


